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	講演１：
	顔・顔部品の階層的トラッキング技術開発とアイコンタクト　顔メディア創出の研究
	舟橋琢磨（中京大・情報理工），藤原孝幸（中京大・情報理工），輿水大和（中京大・情報理工）

	講演２：
	3次元仮想化空間を用いた知的活動支援システムの開発
	長谷川純一（中京大・生命システム），瀧剛志（中京大・生命システム），渡辺恵人（中京大・生命システム）

	講演３：
	マルチメディア情報の共有による協調的知的活動支援に関する基盤研究
	三宅なほみ（中京大・情報理工），白水始（中京大・情報理工）


